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研修出張様式４
出張復命旅費精算報告書
所属　青南病院　職名　医師　　　氏名　田名部　茂　　　　　　　　

目的　精神科専門医生涯教育研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

期間　平成29年2月19日～平成　　年　　月　　日（1日間）

使用金額　　　　　　　　円也

上記の通り出張しましたので復命精算します

報告者　　　田名部　茂　　　　
医療法人　青仁会

理事長　　千葉　潜　殿


使用明細書

	科　目
	金　　額
	備　　考

	研 修 費①
	5,000円
	福島県精神医学会

	　　　②
	130円
	振込手数料

	　　　③
	円
	

	④
	円
	

	交 通 費①
	21,570円
	2/19ＪＲ乗車券

	　　　②
	円
	バス代

	　　　③
	円
	

	④
	円
	

	宿 泊 費①
	円
	

	　　　②
	円
	

	　　　③
	円
	

	合　　　計
	円
	


1． 領収書添付のこと

2． 帰着後2週間以内に、研修報告書と一緒に提出のこと

研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　青南病院　　　　職　種　医師　　　氏　名　田名部　茂

	期　　間　　平成29年2月19日　～　平成　　年　　月　　日

	出張目的　精神科専門医生涯教育研修会

	出 張 先　福島県立医科大学

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


「リハビリテーション：精神科との関わり、連携・・・脳卒中後抑うつについて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　東海大学リハビリテーション科　　正門由久教授
　リハビリテーション医療に携わる上で精神心理的問題を避けて通ることはできない。器質的な障害に起因する精神症状や障害受容、将来に対する社会的不安など、急性期から慢性期に至る段階でも何らかの精神心理的な問題が起こり得る。また、患者のモチベーションが治療成否のかぐ鍵を握るリハビリテーション医療においては、精神心理状態を的確に分析して早急に正しく対処することが不可欠である。効果的に治療を進めるために精神的安定がいかに大切かということは医療スタッフだけではなく、患者の家族や患者本人も実感している。数多くある精神心理的問題の中でも、近年社会問題化が著しく、脳卒中後に多く発症するうつ状態を中心に話を進める。脳梗塞は脳血管の一部が詰まり、その部分の組織の機能がなくなる疾患である。脳梗塞を発症したとき脳の中にある気分や感情に関わる部分の神経細胞が破壊されたとする。つまり、思考や感情をコントロールする情報伝達物質、セロトニンなどの流れが遮られることになる。すると内因性うつ病とまったく同じ症状が引き起こされることになる。脳梗塞によるうつ病は、大きな脳梗塞だけに起こるのではなく、小さな梗塞によっても引き起こされる危険がある。厄介な問題は脳梗塞によるうつ病といわゆる内因性うつ病との見分けがつかないことであるが、脳梗塞性うつ病も広義では内因性と捉えていいとみられる。従って、薬物治療においては、内因性などの岩湯うつ病と同じように、三環系抗うつ薬（イミプラミンなど）やSNRIなどを処方する場合が多く一定の効果は示すと考えられる。
「児童精神医学と学校・・養育環境としての学校・・」
弘前大学子どものこころの発達研究センター　　栗林理人先生
　子供の成長、発達を妨げるものは何であろうか。先天的な要因（遺伝など）や発達の特性など子ども側の要因と、養育環境の双方が関係していると考えられる。重要なことは、養育環境が遺伝子の発現を左右するという事である。遺伝子が存在しても、それが発現するかしないかは環境次第である。好ましい刺激が豊富、好ましくないストレスが少ない環境では、有利な遺伝子の発現が活発化・不利な遺伝子の発現が抑制されることになると考えられる。遺伝子自体が環境によって後天的に制御される（エピジェネティクス）という考え方である。それ故に、子供の治療については、子供の「発達」と「特性」について学ぶこと、治療者よりも家族と過ごす時間の方が長いのだから養育環境を重要視することが大切になる。近年、求められるようになってきたことは、『子供の発達とその特性』を良く理解した上で、それぞれの子供たちへ対応していくこと、『養育環境』を与えられた場においていかに整えるか（療育；子育て支援、子供の自立支援）という事である。許容される範囲内で選択肢を用意し、分かりやすい約束事のもと、子供を療育していくマネジメントの重要性も挙げられる。そして、目指すべき学校、地域、社会とは、『一人ひとりの人間が大事にされる』ことで、個の特性の理解、集団/環境の特性の理解が必要になる。
まとめとして、『子どもの発達とその特性』をよく理解した上で、それぞれの子どもたちへの対応をし、『養育環境』を与えられた場においていかに整えるかを検討する、そして、常に『見守ってくれる大人』の存在が重要である。
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